
科学 •技術の光と陰

水 産 振 興 セ ン タ 一 所 長 力 □ 藤 淳 一

〜、| 県庁に採用された昭和 43年から 37年を経て、 この 3 月末で定年退職することに 

なりました。昭和40年代は、捕 る 科 学 • 技術はまだ木造漁船もあり、 ロランなど 

の航海機器はありましたが、漁労機器の魚群探知機は優れた物はまだ普及してい 

ませんでした。一方、水産資源を増やす方の科学 • 技術で確立していたのは、サ 

' ぐ>  ^ ケ . マスのふ化技術くらいのものでした。 その後30数年、十数 cmしか誤差のない 

D G P Sやカラ一魚探、計量魚探、航跡記録機など、 そして数多くの魚介類の種 

苗 生 産 • 放流技術、環 境 分 析 • 資 源 解 析 • 資源管理技術、養殖技術など、現代の私たちは水産業関係 

を例示してもわかるように、科 学 • 技術の巨大な成果に取り巻かれ、 もはや科学•技術と手を切って 

は生きられない状況です。 しかし、 そのような中で、今の水産資源の状況一つを取り上げてみても、 

首肯できる状態でしょうか。 なぜそうなのか、行き詰まったのでしょうか。人間が自然を、海の環境 

を、生態を破壊したのでしょうか。科 学 • 技術の光の面ばかり追い続けて陰の部分、負の側面にも直 

面したのでしょうか。 自然と共存すべきと分かっていながら、科学は最良の道具とばかり考え、やみ 

雲に進んでも良いのか、 どうか、 じっくり考える時が来ているのではないのか、 などと退職間際に思 

案しています。良い方向に進むことをお祈りいたします。長い間大変お世話になり、ありがとうござ 

いました。
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秋田県青年•女性漁業者交流大会開催される

平成 16年度秋田県青年 • 女性漁業者交流大会が、 1 月 18日に秋田市の県生涯学習センタ ー で 開催さ 

れました。大会では青年漁業士、指導漁業土の認定証の授与と、永年にわたり指導漁業士として本県 

漁業振興と後継者育成に功績のあった方々に知事からの感謝状が贈呈されました。

発表は研究活動 3 課題、視察研修報告 2 題、特 別 報 告 2 題で、「私は漁船の小判ザメ」 と題する講 

演もありました。各地の研究グループにとって年一回の交流する機会とあって、全県から漁業者、市 

町、漁業関係団体の方々が 200人程参加され、熱心に聞き入っていました。

認定を受けた青年漁業士、指導漁業士と永年功労者の方々及び研究活動と視察研修、特別報告の発 

表内容は次のとおりです。 なお、研究活動報告の審査の結果、県漁協金浦総括支所金浦町ハタハタ共 

同建網組合 • 佐々木鉄也さんが最優秀賞に輝き、 3 月 7 〜 8 日に東京都で開催された全国大会に出場 

し水産庁長官賞を受賞しました。

【漁業士認定者】 一層の御活躍を期待します。 

青 年 漁 業 士 伊 藤 貴 洋 （船川総括天王町支所） 

指 導 漁 業 士 白 瀬 由 彦 （南部総括支所）

〃 須 藤 征 得 （北部総括岩館支所）

【永年功労者】 永年の御尽力感謝申し上げます。 

澤 木 敏 春 （船川総括支所）

佐々木忠雄（南部総括象潟支所）

岡 本 繁 雄 （北部総括岩館支所）

【研究活動報告】

イワガキ天然採苗に取り組んで
県漁協北浦総括戸賀支所• 戸賀湾養殖研究会：石川六男

イワガキ天然採苗と種ガキの生 
産 • 出荷に取り組み、稚貝の生態 
など調査を行いながら技術開発が 
行われている。秋田のイワガキの 

知名度を生かして種苗の安定生産 
と販路開拓に努め、種苗の供給基 
地となることをめざしていきたい。

ハッスルな仲間で伴侶をも巻き込んで

開店した漁家レス卜ラン
県漁協船川総括支所•磯の香りグ ル ー プ ：鈴木智子 

自家製「ワカメうどん」をメイ 

ンにした漁家レストランを開店し、

ワカメの消費拡大と、地域の活性 

化に取り組んでいる。今後も新た 

なメ ニューの開発やP R を行い経 

営を軌道に乗せていきたい。

【視察研修報告】

築地市場における水産物の流通状況について
県漁協北浦総括支所• 青年部：鎌田勝彦 

場 所 ：東京都築地中央卸売市場 

内容：流通の実態と価格の動向 

対 応 ：県産魚介類の認知度向上に 

努力したい。

定置網での観光漁業及び漁労装備について
県漁協船川総括天王町支所• 青年部：伊藤道明 

場 所 ：山形県鶴岡市㈱ 伊関漁業部 

内容：定置網漁業における観光漁 

業の取り組み 

対 応 ：観光漁業の導入の可能性を 

検討したい。

【特別報告】 

魚価について なぜ、魚は安いか！
県漁協漁政部：山本優人

水産物需給の状況と産地市場、 

消費地市場の現状や魚の流通、消 

費者ニ ー ズ の 動向などを捉え、魚 

の消費拡大、販売戦略を推進した

手ごたえあり丨ハ夕ハ夕共同操業
県漁協南部総括支所• 金浦ハタハタ共同建網組合：佐々木鉄也 

ハタハタ定置網漁業の共同経営 

に取り組んで、効率的で安全な操 

業が行われている。より一層の省 

力化と若手後継者が安心して着業 

できる態勢づくりに努めた、。

未利用資源の利用方法について
男鹿海洋高校：吉田このみ•阿部夏希 

ハ タ ハ タ の 味付け缶詰を試 

験的に製造し、試食アンケー 

トで概ね評価が得られた。地 

元に役立てる製品開発に努力 

したいn

佐沢華菜子
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図 2 漁業と遊漁船の総採捕量

遊漁船

遊漁船に関する調査で分かったこと

前回の事業成果紹介では、漁業と遊漁船業の採捕量を魚種別（マダイ、 ヒラメ、 アジ、サバ、 など 

計 8 種） に比較しました。今回は、 もっと視野を広げて集計されている全魚種を対象に漁業と遊漁の 

比較をしてみたいと思います。 なお、遊漁船に関する各種データは、全体から一部を抜き出して調査 

するいわゆる標本調查により全体を推定しています。調査対象は、県に届出のあった遊漁船業者（平 

成 15年度末現在で隻数 1 7 4 )のみで釣り客を乗せないプ レジャーボートは含まれていません。

図 1 に漁業と遊漁船業の延べ隻数にっいて示しました。遊漁船業は漁業全体と比較した場合、割合 

は14%でした。 また、図 2 で同じように採捕量（漁獲量）で比較した場合、 4 % を占めました。 この 

二つの図からは、今後遊漁船による採捕割合が増えていくとしたら、 1 隻ずつの採捕量が増えたこと 

によると考えるよりも全体の（延べ）隻数が増えたことによると考えた方が妥当かと思われます。

また、 1 日当たりの乗船料金から推定した遊漁船の平均単価は 900円/ kgで、漁業全体の平均単価 

の 2 倍 という結果がでました（図 3 ) 。 このことは、遊漁船業の収益力の高さを示すとともに、資源 

量を最も効率よく金額に変換していると考えることも出来ると思われました。

今後も、遊漁船関係の調査の際には皆様の御協力のほどお願い申し上げます。
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ガザミの標識方法開発なるか

(トン）

図 1 秋田県のガザミ漁獲量の経年変化

本県におけるガザミ生産量は年変動が大きく、昭和 61年には過去最高の 3 3 0トンを記録し、全国第 

4 位となったこともあります。 しかし、近年は 5 0 トン前後で推移しており、資源の回復が強く望まれ 

ております。

そのため、 漁 協 や 市 . 町 •県 で は 毎 年 150万 

尾前後のガザミを放流し、資源の増大に努めて 

おります。 しかし、脱皮を繰り返し成長するた 

め、有効な標識方法がまだ確立されていないこ 

とから、放流効果は定量的に把握されておりま 

せん。 また、秋期に漁獲される小型個体につい 

ても、本県由来のものか、他海域から移動して 

きたものかの区別も困難な状況にあり、資源状 

況の把握や生態について不明な部分があります。

これらの問題を解決するため、 ガザミ種苗への 

標識に取り組んでみました。

16年 6 月に当センタ一で生産した種苗を用い、標識 と し て 甲 突 起 部 （左右の棘）のいずれかを切除 

する方法を採用しました。標識を施した稚ガニを個別の容器に収容し、成長と脱皮後の標識の変化を 

確認してきましたが、 これまでのところ、 7 月 13日 に 全 甲 幅 （以下大きさはすべて全甲幅） 13mmの稚 

ガニの右棘を切除したものが 8 回の脱皮を繰り返し、 2 月 18日には118nmまで成長しました。 さらに、 

他の個体では 3 月 12日には145mmに成長し、成熟した雌の個体も確認されました。 いずれも切除した 

棘は反対側の棘よりもかなり短く、標識したものであることが明らかに確認できます。

また、 8 月初旬には標識を施した 30〜40m の稚ガニ  500尾を天王地先に放流したところ、 10月中旬 

以降 22尾の標識ガニがさし網で再捕されました。大きさは 140mm前後が主体ですが、中には170mmを越 

えるものもいました。放流時の大きさから逆算すると、放流事業として 6 月下旬から 7 月上旬に放流 

されたものの一部は、年内に漁獲対象となることが明らかとなりました。

このように、 ガザミへの標識の可能性が出てきましたが、今回の試験では標識後の生残率が 40%程 

度と低かったため、来年度は標識時の手法を検討し生残率を高めることと、各個体の標識後の成長状 

況を明確に把握するための収容器の改善などを行い、 この方法の有効性を実証していくこととしてお 

ります。

なお、標識ガニの長期飼育試験の副産物として、 グルメの間で有名な「ソフトシヱルクラブ」 の生 

産の可能性も見えてきました。脱皮途中のプヨプヨ、脱皮直後のプリプリ、少し時間が経過したパリ 

パ リ の 3 種があります。秋田の特産品としてデビューする日が来るかもしれません。 お楽しみに。

会甲ヤ1[8 

左 轉丨 61

標 識 ガ ザ ミ （右 棘切除：室内飼育) 再捕された標識ガザミ



2 河川における捕獲状況 

各ふ化場の飼育技術の向上もあって、河川での捕獲数は年々増加する傾向にあります。 15年は46,391 
尾で、 この時点では過去最高の尾数でした。 ところが、 16年は 99,283尾と 15年を倍以上上回る、大記 

録となりました。各ふ化場ごとの捕獲数についても、県内 12ふ化場のうち 6 ふ化場で過去最高を記録 

しました。

年

図 3 河川捕獲数の推移 図 4 平成15年に秋田県へ来遊した鮭の年齢組成

3 生き残りが良かった 13年 春 放 流 群 ！

来遊するサケは通常 4 歳魚が中心ですが、 15年の場合は 13年春放流群である 3 歳魚の占める割合が 

4 歳魚を上回っていました。 13年春放流群の生き残りが良く、 16年にはこれが 4 歳魚として来遊し、 

今回の豊漁につながったものと思われます。 この豊漁は、青森から新潟まで日本海側の各県でみられ 

ました。

センターでは、今後もサケ資源を管理していくための調査を行っていきますので、情報の提供など 

皆さまのご協力をお願いします。

図 2 月別沿岸漁獲割合の推移
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図 1 沿岸漁獲量の推移

サ ケ 豊 漁

1 沿岸域における漁獲状況 

今期の漁獲尾数は 160,537尾で、平成に入ってからは 3 番目の多さとなりました。 また、漁獲時期 

については、 11月以降に漁獲される後期群の割合が高かったことが特徴的です。
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浜 の 話 題 へ秦ぺ灵ウイ/ 蜘 ス CKHJV)病 い 1C

コイへルぺスウィルス病（以下 K H V 病） とは、 コイへルぺスウィルスというウィルスが原因となっ 

て発病する魚病です。 1998年にイスラヱルとアメリカで相次いで確認された後、 アジア、 ヨーロッパ 

各国で大きな問題となりました。 日本では昨年11月に初めて確認され、 これまで39都道府県でこの病 

気に感染したコイが見つかっています。秋田県でも 7 月に初めて確認して以来、 10市町村の養鯉業者、 

一般のコイ飼育者、天然水域でK H V 病のコイが確認されています。本 病 は コ イ （マゴイやニシキゴ 

イ） に特有の病気で、 コイ以外の魚類での発病は確認されていません。 また、 このウィルスは人には 

感染せず、感染したコイをさわったり食べたりしても人体に影響はありません。

ウィルスを持ったコイに触れること、 ウィルスを持ったコイと同じ水の中にいることによって他の 

コイへの感染が起こり、発病した場合もあります。発病しやすい温度は 18°Cから25°Cですが、 これ以 

外の水温で発病することもあるようです。発病したコイの特徴は、①眼球がくぼむ、②体表に発赤が 

見られる、③動きが鈍くなる、④餌を摂らなくなる、などあげられますが、特に目立った異常もない 

ままに斃死する場合も少なくありません。

このウィルスは発見されてから日が浅いことから研究も進んでおらず、例えば、水中でどの程度の 

時 間 が たてば不活化（ウィルスの場合は「死ぬ」 とは言わず、病原性を失った状態を「不活化した」 

といいます。）するか、水温が低いなどの理由で感染しても発病しなかった場合、 コイの体内のウィ 

ルスはどうなるか、など多くの不明な点があります。 また、現在実施している検查法（P C R 法 ：ウィ 

ルスが持つD N  A の特定部分を増幅させ、 その有無を調べるという方法） は、 ある程度の量のウィル 

スが存在する場合には明確に検出できるため斃死した原因を特定するには大変有効な方法ですが、感 

染していても発病には至っていない、死んでから時間がたってしまい腐敗が進んでいるなど、 ウィル 

スの量が少ない場合には検出しにくいという問題点があります。

'漁 業 士 会 だ ' よ り 「救命胴衣の着用安全操業は家族みんなの願いです。」

9 月18日 （土)、秋田市において秋田県漁業士会主催の「勉強会」が開催されました。当日は、台風15号 

や18号の漁業被害の後かたづけなどのため、会員の出席は僅か9 人でしたが、勉強会では、県水産漁港課か 

ら 「漁業を取り巻く環境と新たな取り組み」と題する講義と、県漁協から「漁協の現状と提案について」の 

話題提供があり、活発な意見交換が行われました。また、「漁業土の意見として」のフリ一ト一クでは、最 

近の魚価低迷対策に意見が集中し、①消費者動向の把握、②ブランド化の条件、③製品の差別化条件、④量 

販店に合わせた販売体制の構築、⑤鮮度保持対策などのほか、打ち上げプリコ対策について熱心に討議が行 

われ、盛会裏に終了しました。

今回の討議内容については、事務局で取りまとめインターネット上で掲載するほか、17年 1 月18日開催の 

総会で報告しました。



群 来 No.60

グループこんにちは（18) 象潟水産学級

第24回全国豊かな海づくり大会」で農林水産大臣賞を受賞

紙面に何度か登場をお願いした象潟水産学級が、平成 16年 10 
月 3 日 に香川県高松市で開催された「第 24回全国豊かな海づく 

り大会」 において、功績団体の栽培漁業部門で栄誉ある「農林 

水産大臣賞」 を受賞賞しました。

受賞理由は、様々な有用魚介類の放流やアワビ . サザヱなど 

の増養殖に関する試験研究、漁 具 • 漁 法 の 導 入 • 改良及び先進 

地視察、地元小中学生を対象とした体験学習などのほか、近年 

の環境問題への取り組みや、古 網 を 利 用 し た 「ハタハタ人工産 

卵場造成」 などの活動が認められたものです。

今 年 の 大 会 は 「青 い 海 守 る 心 に 豊 か な 未 来 」 を テ ー マ に  

開催されましたが、 当水産学級からは、佐々木一史会長と佐々 

木健一副会長の両名が学級員 25人を代表して出席しました。

大 会 （式典） 当日は、河野洋平大会会長、香川県知事の御挨 

拶に続いて、天皇陛下のお言葉があり、次いで、表彰、大会決 

議、放流行事などが行われました。 表彰式では、大会関係者が 

見守る中、 当水産学級が全国から選ばれた 3 分野の団体を代表 

して、 島 村 大 臣 か ら 直 接 「農林水産大臣賞」 を受け、設立 45年 

の歴史に新たな 1 ページを刻むことになりました。

なお、大会前日に天皇 . 皇后両陛下御臨席のもとに行われた歓迎レセプションには、佐々木会長が 

招待を受け出席しましたが、天 皇 陛 下 か ら は 「秋田のハタハタは増えてきましたか。」 また、皇后さ 

ま か ら は 「山に木を植えられてから、水の汚れはなくなりましたか。」「少年水産教室では、 どのよう 

なことを教えていますか。」 などの御質問があり、緊張と汗だくの中で、 これまでの活動内容などを 

中心に話されたとのことでした。

今回の象潟水産学級の栄誉に刺激され、他の研究団体においても、実践活動が活性化し発展するこ 

とを期待してます。

• 第 2 4 1 3  〜

全国豊かな海づ< り大会

表彰を受ける佐々木一史さん

豊かな海づくり大会会場にて

若い力が加わります。大きく育てて下さい新人漁師紹介

吉 田 由 彦 さ ん （若 美 町 22歳） 

船 名 ：第八揺光丸（定置網）
出身：若美町 
趣味：柔 道 （2段）

抱 負 ：海洋高校卒業後、漁業にあ 
こがれ3 年になります。今では 
漁具の修理、漁労作業もこなせ 

るようになってきました。休日 

は長男と遊ぶのが何よりも楽し 
みで、好きなパチンコの回数も 
めっきり少なくなりました。漁 
業は決して楽な仕事ではないけ 
れど、海が好きで何よりも大漁 
の時の感動は言葉では語れませ 
ん。みなさんよろしく御指導を 

お願いします。

藤 原 新 弥 さ ん （天 王 町 22歳） 

船 名 ：新 洋 丸 （さし網）

出身：天王町 

趣味 ： ツ 一 リ ン グ  

抱 負 ：会社勤めを経て、 2 年前か 

ら父親の船に乗り組んで修行中。 

3 人兄弟の末っ子ですが、子供 

の頃から海が大好きで、漁師に 

なるのが夢でした。 さし網漁に 

加えて、勉強中の延縄漁を1 日 

も 早く習得し、父を超えた漁師 

が目標です。先輩の皆さんよろ 

しく御指導をお願いします。

斎 藤 一 成 さ ん （象 潟 町 36歳） 

船名 ：丸 共 丸 （小型定置網、潜水） 

出身：象潟町 

趣 味 ：スキ一、バ イ ク  

抱 負 ：仁賀保高校を卒業後、 18年 

間の地元での会社員生活を経て、 

1 年前から父親の後继者として 

漁師の道を歩んでます。象潟水 

産学級の仲間や先輩達の指導を 

受け、早 く 1 人前の漁師になる 

よう頑張っておりますので、皆 

さんよろしくお願いします。



第 4 回知の種苗交換会が開摧されました

平成 16年 11月 16日に秋田市の秋田キャッスルホテルで、第 4 回知の種苗交換会が開催されま した。 

この会は研究機関の連携強化や研究者の交流を目的として平成 12年 から毎年 1 回開催されているもの 

で、秋田県内の 11公設試験研究機関や県立大学、秋田大学などの教育機関が一堂に会して、 それぞれ 

の研究成果を発表します。

水産振興センターでは、海洋資源部、資源増殖部、内水面利用部の各部からそれぞれ 1 課 題 計 3 課 

題をポスターセ ッションで発表したほか、資源増殖部についてはプレゼンテ一ションを行いました。

一方、県総合食品研究所は水産振興センター企画管理部普及班と共同研究したプリコ成分に関する 

研究成果、県立大学はコイへルベスウィルス症や海洋深層水に関する研究状況を発表するなど、県内 

他機関との連携による水産業に関する研究の広がりが期待されました。

水産振興センタ一発表課題 

〇ハタハタの小型魚を逃避させる漁具改良（海洋資源部）

• 底びき網漁具の角目網の利用による小型のハタハタの逃避 

〇 イワガキ増殖技術の取り組み（資源増殖部）

• 天然採苗技術の確立や、再付着技術及び外敵生物の駆除手法の開発 

〇遺伝的多様性を考慮したイワナの種苗生産技術の確立（内水面利用部）

• 各河川ごとの遺伝的形質の把握や、種苗生産技術の確立

平成 16年度末研究成果検討会を開催しました

水産振興センターでは、年 度 末 に 1 回標記検討会を開催し、年度内に研究した成果について検討し 

ています。今年度はこの検討会を 3 月 1 〜 10日の間の延べ 4 日開催し、 4 部 （企画管理部、海洋資源 

部、資源増殖部、内水面利用部）全68課題について検討しました。 この課題名については、水産振興 

セ ン タ ー ホ ー ム ペ ー ジ （h t tp ;/ /www.p re f.ak ita .jp /ak isu ise /)に掲載するとともに、来年度には平 

成 16年度水産振興センター事業報告書として取りまとめ、関係者に配布する予定です。興味のある方 

は同上のホームべ一ジで事業名をご覧下ください。

編集後記マダラは平成13年の発生群が非常に大きく、それが成長して漁獲されるように加入して今年の豊 

漁となりました。さらに、海洋資源部のこれまでの調査結果から、これから2 年はこの群れが主体となって漁 

獲されるため、豊漁が続くとのこと。マダラは本県水産業の重要魚種であり、今後も好漁が続くこと、さらに 

予測が当たることを祈るばかり。（藤）

http://www.pref.akita.jp/akisuise/)%e3%81%ab%e6%8e%b2%e8%bc%89%e3%81%99%e3%82%8b%e3%81%a8%e3%81%a8%e3%82%82%e3%81%ab%e3%80%81%e6%9d%a5%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e3%81%ab%e3%81%af%e5%b9%b3

